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砂田橋クリニック 小澤裕子 



自己紹介  
• 小澤裕子 腎臓内科専門医・指導医、 透析医学会専門医・指導医、医学博士 

• 1954.7月 三重県桑名市長島町 生まれ 

• 幼少期に伊勢湾台風に被災、自宅が全壊する 

• 三重県立四日市高校卒業 

• 愛知医科大学医学部卒業、同大学病院で研修 

• 厚生連海南病院内科医員 

• 愛知医大第一内科助手（腎臓内科） 

• 名古屋大学医学部分院内科医員 

• 米国シアトル・ワシントン大学医学部腎臓病教室 リサーチフェロー 

• 掛川市立総合病院医長 

• 名城大学薬学部臨床生化学研究員、新生会第一病院内科医員 

• 豊橋市民病院腎臓内科 部長 

• 医療法人有心会 砂田橋クリニック 院長 

 

 









フレイルに関する日本老年医学会からのステートメント 

•年齢とともに足腰の筋力が衰えて、立って歩くのも一苦労…。いままで
“老化現象”といわれてきたこのような症状が、「フレイル」という名称で
呼ばれ始めています。これは日本老年医学会が考案したもので、
2014年5月に予防の必要性を指摘した提言が公表されました。 
認知機能が衰える、腰が曲がって身長が低くなるなど高齢者に多い症
状は、加齢が原因とされてきました。しかし、認知症や骨粗鬆症の治
療や研究が進んだことで、老化現象のとらえ方に変化が起きています。
科学的研究を進めることで、介護予防や高齢化対策に乗り出そうとし
ているのです。 





 



フレイルの診断基準とは 

• フレイルの診断基準には、5つの項目があります。 
(1) 体重減少 (1年で体重が4.5kg以上、自然に減少)、(2) 疲労感、(3) 筋力の低下、
(4) 歩行スピードが遅い、(5) 身体活動が低い。このうち3つ以上の項目があてはま
ると、フレイルと診断されます。 
 
診断では、とくに筋肉が重要とされています。筋肉が減ることをサルコペニアとい
います。その診断については、これまでヨーロッパの基準がありましたが、アジア
人には適さないため、日本や台湾、韓国、中国、香港の老年学者が集まって、今
回新たにサルコペニアの基準がつくられました。「サルコペニアの診断では、まず
歩行のスピードを測ります。正常値は1秒間に80cm、1分で48mです。次に、握力
を測ります。男性は26kg、女性は18kg以上が正常。この両方が正常であれば、
サルコペニアではありません。どちらかが低下している場合は筋肉量を測定し、筋
肉量が低下していればサルコペニアと診断されます」                                         
虎の門病院 大内尉義院長 談 
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フレイルを予防するには 

フレイルを予防するためには、散歩やウォーキン
グなどの無理のない運動を生活に取り入れること
が大切であり、食生活への配慮も重要となります。 

糖尿病などの生活習慣病のある人については、
病気への影響も考える必要がありますが、特に体
重が減少しがちな人は75歳以上になっても肉や

魚、乳製品、大豆などの良質なたんぱく質を含む
食品を積極的に摂ることが大切といわれています。 



     ご清聴ありがとうございました 


